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一般社団法人 情報科学技術協会
会 長 時 実 象 一
情報の世界は大きく変貌しつつあります。LINEに見られ
るように、モバイルはすべての人の生活の一部となり、情報
は誰でも簡単に手に入る日用品になっています。ビッグデー
タということばが叫ばれ、情報を利用することで、何でも得
られるような話が流れています。
ウェブには多量の情報が、文字通り「あふれて」います。
しかし見ず知らずの他人が書いた情報をそのまま鵜呑みにす
ることは大変危険です。ウィキペディアを含め、ウェブで流
れている情報をそのまま信じて、企業の戦略や研究の方針を
決めるわけにはいきません。どんなツールを使って、どのよ
うに検索して信頼できる情報を集めるのか、どのような情報
が信頼できるのか、を知っているのはインフォプロである皆
さんです。
この情報科学技術協会は、インフォプロの皆さんのコミュ
ニティであり、キャリアアップのための研鑽の場です。皆さ
んがこれまで蓄積してきた知識とノウハウを生かし、新しい
動向への好奇心を持って、それぞれの持ち場で活躍できるよ
う、協会がお手伝いします。さらに、企業・大学・図書館で情
報・企画・ITなどに携わっている方々が、どんどん加わって
くださることを期待しています。
当協会は、会員相互の協力により情報の生産、管理、利用に
ついて理論および技術の調査、研究ならびに開発を進めると
ともに、これらの普及に努めることを活動の目的としていま
す。
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協会の目的
ごあいさつ
１.講習会・セミナー
情報部門および研究・開発・企画・知的財産部門など情報を活用
する部署を対象に、毎年、情報科学技術に関する講習会・セミナ ・ー
見学会等を開催しています。
初心者の育成、サーチャーの養成、情報部門トップの戦略研究な
どを目的としたものや、インターネット等の最新のトピックス、関
連機関の見学などを主体に実施しています。
内容は、時流に合せて計画し、会員の関心のあるものとなってお
ります。会員は会員価格にて参加できます。
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研修
２.シンポジウム
知識・情報の整理・分類からデータベースの利用に至る、幅広い
情報活動にたずさわる関係者が全国から一堂に会し、日頃の研究成
果の発表と討論を行い、情報交換の場となるシンポジウムを年一回
開催しています。
研究発表のほか、時の話題に関する特別講演、パネルディスカッ
ションが繰り広げられます。
1971年～1996年（第１回～第26回）まで続いた「ドクメンテーショ
ン・シンポジウム」を1997年より「INFOSTAシンポジウム」に改
称しました。さらに2004年には、発展的に国立研究開発法人科学技
術振興機構と共催で「情報プロフェッショナルシンポジウム」（IN-
FOPRO）を開催しています。
2004年の第１回では、特別講演としてノーベル賞受賞者の野依良
治先生にご講演頂きました。
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１.日本オンライン情報検索ユーザー会
Online Users Group (OUG)
２.専門部会
Special Interest Groups (SIG)
３.3ｉ研究会
情報検索の有効な手段であるオンライン情報検索を利用する場合、
検索技術の巧拙、たとえばデータベースと質問項目の選択、論理式
の組み方等によって検索結果に大きな影響がでてきます。そこで、
OUGでは、お互いの課題の改善と技術の向上を図るとともに、データ
ベース、システムの提供側に対して問題点の指摘、改善の提案を行
うことを目的として活動しています。現在、次の分科会が活動して
います。協会の会員の方ならどなたでも参加（参加費が必要）でき
ます。
●化学分科会
●ライフサイエンス分科会
●インターネット╱ビジネス分科会
●特許分科会
専門部会は、会員が自由に特定のテーマについて研究活動を行う
場として設置されたものです。開催頻度は、各部会によって異なり
ます。現在は次のグループが活動を続けています。協会の会員の方
ならどなたでも参加（参加費が必要）できます。
●技術ジャーナル部会
●パテントドキュメンテーション部会
●分類╱シソーラス╱ Indexing部会
●Webサイト研究部会
●ターミノロジー部会
インフォプロにとって不可欠なスキルは情報の収集力、解析力、
発進力です。これらの必須スキルを習得するためグループ制で１年
かけて活動し、成果をとりまとめます。3ｉは、Information、Infras-
tructure、Innovationに由来する命名です。この活動は、2013年から
当協会が国立研究開発法人科学技術振興機構等と連携して行ってい
ます。
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研究活動
４.標準化活動
５.著作権問題の研究
情報関係の標準化について、当協会は早くからその重要性につい
て啓蒙に努めてきました。ISO/TC37（言語資源及び言語記述）、ISO
╱TC46（情報とドクメンテーション）等の活動への協力などを行っ
ています。
新しいメディアをめぐって、著作権の問題が大きくクローズアッ
プされており、著作権法について種々の検討がなされています。当
協会は、著作者の権利を尊重しつつ、情報の流通・利用についての
専門的な立場から必要な提言を行います。
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試験風景
検索技術者検定
検索技術者検定の開催地
?検索技術者検定」は、学術情報、ビジネス情報、特許情報等の検
索およびその結果の評価、加工、分析や解析に関する知識・技能、
ならびに企画・運営能力やプレゼンテーション能力およびコンサル
ティング能力を客観的に検定する試験です。試験を通じて、検索技
術関連の能力に対する社会的認識を高めるとともに、その資質なら
びに知識・技能の向上を図るべく、1985年から毎年実施されていま
す。2014年からは、「情報検索能力試験」から「検索技術者検定」と
名称を変え、制度や試験範囲にも一部変更を加えて多くの方が受験
できるよう改善しました。
?検索技術者検定」は、当協会の会員、非会員を問わずどなたでも
受験できます。次のように、１級から３級までのレベルがあります。
過去５年間の実績を紹介します。
試
験
区
分
項 目 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度
1985～
2014の
累 計
受験者数 736 701 644 481 613 14,141
３
級
合格者数 604 588 534 395 517 11,254
合 格 率 82.1％ 83.9％ 82.9％ 82.1％ 84.3％ 79.6％
受験者数 205 200 183 144 150 12,727
２
級
合格者数 93 90 85 66 65 5,237
合 格 率 45.4％ 45.0％ 46.4％ 45.8％ 43.3％ 41.1％
受験者数 21 14 19 13 10 1,766
１
級
合格者数 6 7 3 7 7 325
合 格 率 28.6％ 50.0％ 15.8％ 53.8％ 70.0％ 18.4％
受験者数 962 915 846 638 773 28,634合
計 合格者数 703 685 622 468 589 16,816
累計：３級：1993～2014年 ２級：1985～2014年
１級：1986～2014年です。
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検索技術者検定
「検索技術者検定３級」（旧「情報検索基礎能力試験」）
「検索技術者検定２級」
（旧「情報検索応用能力試験２級」）
「検索技術者検定１級」
（旧「情報検索応用能力試験１級」）
３級は、情報検索の基本的な知識を評価するものです。３級用の
テキストを勉強することで、情報検索に必要な基礎知識を身に付け
ることができます。
受験対象者は、一般の社会人や情報関係の授業を履修した大学生、
専門学校生、図書館員等を想定しています。
２級は、情報検索に関する一般的知識や活用能力を評価するもの
です。情報検索に必要な情報源、データベース、検索システム、具
体的な検索技術に加え、情報要求者とのコミュニケーション能力、
問題解決に関する知識などが求められます。簡単な記述式の設問も
設定されています。
受験対象者は、組織において情報検索業務に従事している人、あ
るいは自身のために情報収集活動を実施している人、情報関係の大
学で情報活用についての授業を履修した人、図書館員等を想定して
います。
１級は、２級と同様に情報検索に関する一般的知識や能力を評価
するものですが、それぞれの領域において問われる知識や応用力の
レベルが、より高いところに設定されています。一次試験は記述式
および論文形式、二次試験は一次試験合格者に対する面接形式で行
われます。
受験対象者は、組織において情報検索業務に従事しており、実務
経験のある方、情報活動に関するマネジメント等の高い知識とスキ
ルを有する上級情報担当者等を想定しています。なお、２級（旧試
験も含む）の合格者のみ受験できます。
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１.会誌「情報の科学と技術」(月刊）ISSN0913-3801
２.書籍
情報科学・情報技術・情報管
理などに関する新技術や内外の
最新動向を毎号特集テーマとし
て取り上げ、わかりやすくレビュー
します。また、情報の探し方や
データベースの比較のようにサー
チャーの実務に関連する連載・
講座のほか、投稿論文、海外論
文の翻訳、書評、フォーラムな
どを掲載し、会員相互の自由な
発言の場を提供しています。
情報科学技術およびその周辺
分野の理論・応用に関する原著
論文の発表の場でもあります。
初心者からベテランまで多くの方々の参考書として、基礎から高
度の技術を紹介・解説したものや実例紹介書など、目的・レベルに
応じた書籍を数多く出版しています。
主な書籍
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ビブリオバトル入門 情報検索の知識と
技術（基礎編）
情報検索の知識と
技術（応用編）
出版
１.情報業務功労賞
２.教育・訓練功労賞
３.研究発表賞
４.優秀機関賞
５.協会事業功労賞
1976年以来毎年、情報科学技術に貢献された個人および機関を表
彰しています。会員の推薦を受けた候補から受賞者を選考して、毎
年の通常総会において授賞式を行っています。
表彰の種類とこれまでの受賞者数は次の通りです。（2014年度まで）
（個人表彰）
情報業務における実務活動に功労のあった者…………………76名
（個人表彰）
情報科学技術に関する教育訓練活動に功労のあった者………48名
（個人表彰）
情報科学技術に関する研究に優秀な業績をあげ、受賞
対象となる研究についての論文を発表した者…………………18名
（機関表彰）
情報活動を行う機関、または任意の機関に属する情報
活動部門で、その活動が優秀であるもの……………………36機関
（個人またはグループ）
協会が行った事業で、会員および当協会に対する
貢献が顕著であるもの……………………………７名、６グループ
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表彰
１.会員の種類
２.会費
３.会員の権利と特典
詳細はWebを参照して下さい http://www.infosta.or.jp/
●維持会員⎧⎩企業会員
⎫
⎭
●特別会員⎧｜
?⎩
官公機関、公共団体、公益法人、大学、公共図書館、
その他の非営利機関・団体
⎫
｜
?⎭
●正会員⎧⎩個人
⎫
⎭
●準会員⎧⎩学生
⎫
⎭
種 別 年会費 入会金
維持会員 110,000円 なし
特別会員 40,000円 なし
正 会 員 11,000円 1,000円
準 会 員 5,500円 1,000円
１）協会が主催する講習会・セミナー等に会員割引で参加できます。
２）協会の刊行物は会員割引価格（１割引）で購入できます。
３)会誌「情報の科学と技術」（月刊）が無償配布されます。会員種
別毎の配布部数はつぎの通りです。
維持会員３部、特別会員２部、正会員１部、準会員１部
４）OUG（日本オンライン情報検索ユーザー会）および SIG（専門
部会）に入会できます。（別途参加費が必要。）
５）会誌への論文・記事の投稿やシンポジウムでの発表ができます。
６）維持・特別・正会員は、委員会活動、事業活動に参画すること
ができます。
７）維持・特別・正会員は、総会における議決権、役員（理事・監
事）の選挙権・被選挙権を有します。
会 員 数（2015.４.１現在)
維持会員 54機関
特別会員 77機関
正 会 員 931名
準 会 員 ８名
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入会のご案内
2015 年度役員
会 長 時実 象一（愛知大学元教授）
副 会 長 鈴木 博道（(一財)国際医学情報センター）
吉井 隆明（国立印刷局）
理 事 青柳 英治（明治大学文学部）
安藤 聡子（トムソン・ロイター・プロフェッショナル(株))
稲葉 洋子（帝塚山大学）
長田 孝治（ロゴヴィスタ(株)）
小田島 亙（国立研究開発法人科学技術振興機構）
小野寺夏生（筑波大学名誉教授）
川村 剛（(有)川村テクノサーチ）
北山 阿梨（(株)日本能率協会）
阪上 晃庸（サントリーホールディングス(株)）
佐藤 京子（アジアン・チャプター日本代表）
真銅 解子
谷川 淳（ユサコ(株)）
丹 一信（法政大学）
永石 弓子（三菱電機(株)）
原田 智子（鶴見大学）
松下 茂（(株)サンメディア）
望月 聖子（三井化学(株)）
監 事 廣谷 映子（旭化成ファーマ(株)）
三沢 一成（NPO法人医学中央雑誌刊行会）
事務局長 光富 健一
12
諮問委員会 会 長
副会長
監 事
専務理事
社員総会
(決議機関)
理事会
(執行機関)
運営部会
ISO/TC37.46
国内委員会
事務局
事業企画の部会・委員会
事業推進部会
会誌編集委員会
出版委員会
研修委員会
シンポジウム実行委員会
試験実施委員会
広報委員会
西日本委員会
その他の委員会
表彰者選考委員会
著作権委員会
標準化委員会
研究会(OUG,SIG,3i)
組織/役員
1950 UDC研究会発足（３月）
会誌「UDC Information」創刊（４月）
UDC協会設立総会（９月25日）
会長に八木秀次選出（９月）
国際ドクメンテーション連盟（FID）に加盟（10月）
第１回UDC講習会開催（11月）
1955 UDC簡略版第１版発行（12月）
パンチカード、ドクメンテーション、UDC各研究部会発足（～’57)
1956 UDC詳細版発行開始（６月）
1958 UDC協会から日本ドクメンテーション協会に改名（９月)
会誌「UDCInformation」を「ドクメンテーション研究」に改題（９月)
1959 ?ドクメンテーションニュース」創刊（１月）
事務局を東京教育大学光学研究所内に設置（４月）
1961 社団法人認可 会長に大塚明郎選出（５月）
1962 JISにUDC標数付与開始（10月）
1966 NIPDOKシリーズ発行開始（10月）
事務局を芝公園・機械振興会館に移転（10月）
1967 第33回FID東京大会 第１回インフォメーションショー開催（９月)
1968 会誌「ドクメンテーション研究」月刊化（１月）
?Science Information in Japan」発行（１月）
第１回夏季特別セミナー開催（８月）
1970 UDC簡略版第３版発行（11月）
1971 事務局を小石川・佐佐木ビル内に移転（２月）
協会創立20周年記念式典（３月）
第１回ドクメンテーション・シンポジウム開催（６月）
1973 会長に藤沢信選出（６月）
1974 UDC中間版（分類表）第１版発行（３月）
UNISIST研修コース開催（ユネスコ援助のもと）（７月）
1975 会長に浜田成徳選出（６月）
UDC中間版（索引）第１版発行（11月）
1976 協会創立25周年記念式典（５月）
第１回日本ドクメンテーション協会賞表彰（５月）
1979 日本オンライン情報検索ユーザー会（OUG）発足（10月）
1981 協会創立30周年記念式典（３月）
会長に中村幸雄選出（６月）
1982 論文誌「INFORMANT」創刊（３月）
データベース･フェア’82（東京）開催（12月）
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協会のあゆみ
1983 データベース･フェア’83（大阪）開催（11月）
1984 UDC中間版（分類表・索引）第２版発行（９月）
専門部会（SIG）発足（10月）
1985 第１回データベース検索技術者２級認定試験実施（11月）
?(社)日本ドクメンテーション協会30年史」発行（12月）
1986 日本ドクメンテーション協会から情報科学技術協会に改名（６月)
データベース検索技術者１級認定試験を実施（11月）
1987 会誌「ドクメンテーション研究」を「情報の科学と技術」に改題（１月）
関西委員会発足（６月）
1989 データベース検索技術者認定試験を科学技術庁が認定（８月）
1990 協会創立40周年記念式典（東京）開催（９月）
記念事業「技術フォーラム」開催（10月）
協会創立40周年記念式典（大阪）開催（11月）
1991 永年普通会員制度発足（４月）
1992 会長に權藤卓也選出（６月）
1993 関西委員会を西日本委員会に改称（４月）
第１回情報検索基礎能力試験を実施（12月）
1994 第47回FID東京大会「FID分類研究特別部会セミナー」（10月）
1997 協会ホームページ開設（４月）
?ドクメンテーション・シンポジウム」を「INFOSTAシンポジウム」に改称（７月）
1998 DATABASE’98TOKYOに出展（10月）
2000 協会創立50周年記念式典（９月）
?(社)情報科学技術協会50年史」発行（９月）
2001 会長に近江晶選出（６月）
2002 国際十進分類法（UDC）CD-ROM 版発行（４月）
2003 会長に立花肇選出（６月）
認定試験の内容を見直しし、新たに情報検索応用能力試
験」および「情報検索基礎能力試験」として実施（11月）
UDC協会を退会（12月）
2004 第１回情報プロフェッショナルシンポジウムを(独)科学
技術振興機構と共催（10月）
2009 会長に小野寺夏生選出（６月）
パテントドキュメンテーション委員会発足（７月）
2012 一般社団法人情報科学技術協会に改組（４月）
2013 3ｉ研究会発足（８月）
2013 認定試験名称を「検索技術者検定」に変更して実施（11月）
2014 会長に時実象一選出（６月）
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至池袋
富坂署
文京区民センター
交番
交通局
至東京
東京
ドーム
シティ
紅屋印刷
河合塾
本郷校
三菱東京
UFJ銀行
中央大学
    （理・工）
???
???
礫川公園
小石川後楽園
東京ドーム
ラクーア
?????
???
????
???
 ???
地下鉄
後楽園駅
A
B
佐佐木ビルA棟 4F
交　通
地下鉄丸ノ内線 後楽園駅下車徒歩5分
地下鉄南北線　 後楽園駅下車徒歩5分
地下鉄大江戸線 春日駅下車　徒歩6分
地下鉄三田線　 春日駅下車　徒歩7分
???
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情報科学技術協会一　　般社団法人
ツイッター：@infostaorjp
